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手厚 く支援すべ き大学英語学習者とは

鈴 木 右 文

1は じめに

筆者は担 当する英語 クラスで英語学習 と留学志 向や進学志 向等 に関す

るアンケー トを実施 した。本稿の第1の 目的は、その結果全体 を示 して

関係者の参考 に供す るこ とであ るが、第2の 目的は、 ア ンケー ト結果の

分析 を行い、かねてか らの筆者の主張である 「限 られた英語教育資源 を

学生全 員に均等 に傾注す るの は非効 率的」 とい う点 に関連 して、 どの よ

うな学 生を対象 に資源 をよ り多 く配分するのが よいのか とい う問 に解答

を試みるこ とである。

2ア ンケー トの実施 クラス

2012年 度前期の 九州大学全 学教育 における言語文化基礎科 目の1年 生

向けの英語1と い う読解 を中心 としたクラス の うち、筆者は金曜4限 に

理 学部物理学科 を担 当 した1。7月27日 の最終授 業で教場試験 を実施す

る際に、試験時間 とは別に時間を取 ってア ンケー トを実施 した。スムー

ズな実施のため に、答案 とア ンケー ト用紙 は同 じ紙 に印刷 したので、実

質 的に記名式の アンケー トとい う形 になった。

この物理学科の クラス を含 め、 九州大学で は1年 生全員を対象 に、6

月頃TOEFL-ITPを 実施 してお り、本稿で はそのデー タとア ンケー ト結果

を使用 させていただ くが、個 人が特定で きない ように扱 うこととし、承

諾書の提出 を全員か ら受 けた2。

1こ の授業では専門への橋渡しを考えて、スティーヴン・ホーキングの宇宙物理学

理論を扱った英語講読用教科書(HawkingandMlodinow(2008)『 ホーキングが語

る 「宇宙のすべて」』、千葉康樹編註、松柏社)を 使用した。理系学部なので比較

的大学院への進学志向は高く、専門書を読み解くのに英語が必須だという意識は

かなりあると思われる。
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3ア ンケ ー トの項 目

実施 した アンケー トの質問項 目の うち、本稿 に関係する ものは以下 の

とお りであ る。

【1】 英語 は授業科 目として好 きである。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあて はまる

どち らか とい うとあては まらない、全 くあて はまらない

【2】 英語 は正課の授業 以外 で も勉強 してい る。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあ てはまる

どちらか とい うとあては まらない、全 くあては まらない

【3】 これ まで英語圏での生活体験が ある。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあ てはまる

どちらか とい うとあては まらない、全 くあては まらない

【4】 これ まで英語圏での留学 ・研修体験があ る。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあて はまる

どち らか とい うとあては まらない、全 くあて はまらない

【5】 高校 まで英語 とい う教科 はすべ ての教科の 中で得意であった。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあて はまる

どち らか とい うとあては まらない、全 くあて はまらない

【6】 これ まで1年 次のTOEFL-ITP以 外 に国際英 語検定試験(TOEFL、

TOEIC、 国連英検 、IELTS、 ケ ンブ リッジ英検等の こと、 日本 の英

検 は除外す る)を よ く受験 して きた。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあ てはまる

どち らか とい うとあては まらない、全 くあて はまらない

【7】 今後在学 中(進 学希望者 は大学院 も含 む)に 短期留学 ・英語 圏での

研修 を考 えてい る。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあてはまる

どち らか とい うとあては まらない、全 くあ てはま らない

2こ の承諾書の文面は以下のとおりである。2012年7月27日:承 諾書:九 州大学大

学院言語文化研究院准教授鈴木右文殿:私 は、貴殿が担当した2012年度前期九州

大学全学教育言語文化基礎科目英語1(金 曜4限 理学部物理学科1年 生対象)の

授業の成績、大学で受験したTOEFL-ITPの スコア、下記のアンケー トへの回答内

容を、読者が私を特定できない形で論文に利用することを承諾します。
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【8】 今後在学中(進 学希望者 は大学院 も含む)に 交換留学 を含め、半年

以上の留学 を考えている。

よ くあて はまる、 どち らか とい うとあてはまる

どち らか とい うとあては まらない、全 くあてはま らない

【9】 今後 の学歴 についての現在 の考 えは以下 の とお りであ る。

学部卒業後進学 しない

修士課程修了 まで い く

博士課程修了 まで い く

【修士課程 まで とい う方】
・修士課程 の大学 につ いての現在の希望は以下 の とお りで ある。

日本で

海外 で(学 習言語 は英語)

海外 で(学 習言語 は英語以外)

【博士課程 まで とい う方】
・修士課程の大学 についての現在の希望 は以下の とお りである。

日本で

海外で(学 習言語は英語)

海外で(学 習言語は英語 以外)
・博士課程の大学 についての現在 の希望 は以下の とお りであ る。

日本 で

海外 で(学 習言語 は英語)

海外 で(学 習言語 は英語以外)

【10】今後の専 門の勉学 についての現在 の考えは以下 の とお りで ある。

在学中ひ ととお りす るが卒業後 は不明

研 究者以外 が希望 だが生涯勉強 してい く

研 究者希望 で生涯勉強 してい く

4ア ンケ ー トの結果

ア ンケー ト対象者58名 に よる回答 を、TOEFL-ITPの ス コア順に並べ る

と次 のようになる。「よ くあては まる」 を3、 「どちらか とい うとあては

まる」 を2、 「どちらか とい うとあては まらない」 を1、 「全 くあては ま

らない」 を0と した。 また問9に ついては、博士課程 まで進学す るつ も

りの場合 は2、 修士課程 まで進学するつ もりの場合 は1、 大学院 に進学
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しないつ も りの場合 は0と して、進学 に対す る意欲 を示 した。 日本 の大

学 院 とす るか海外の大学 院 とす るか とい う質問項 目が付 され ているが、

海外 とした者が3名 しかお らず、そこか ら何事か一般化 を引 き出すのに

は無理が あると考 え、今 回は分析 の対象 と していない。問10に ついては、

「研究者希望 で生涯勉強 してい く」 を2、 「研究者以外が希望だが生涯勉

強 してい く」 を1、 「在学 中 ひととお りす るが卒 業後 は不明」 を0と し

て、学術 に対す る意欲 を示 した。

問1問2問3問4問5問6問7問8問9問10TOEFL-ITP

1110000110未 受 験

3210202111未 受 験

1000101110未 受 験

3311203310543

2200200020520

3300302011513

3223322120500

2300120011500

2000200010497

3100203212497

1110101120497

2020000010497

2100202111497

1000000000497

0100112222493

3200200010490

2200203222487

2100200010483

2100202120483

2100200010483

1100101110483

2000100022480

2100300000480

2100110010480

1100000001477

1113100011477

1000200011473

2100100022473

2200100022473

1102101112470

0013002000467

1100201012467

1000100022467

1321103322467
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5ア ンケー ト項 目間 の相関性

アンケー トの質問項 目間、TOEFL-ITPの ス コア との問に どの程度の 関

連性があ るかを見 るため、相関係数 を調べてみる と、以下 の とお りとな

る(四 捨 五入に より、小数点以下第2桁 まで を表示)。

問1問2問3問4問5問6問7問8問9問10TOEFL-ITP

lOOO210000460

1000200010460

2212202222460

0000000010457

2000100010450

2100211122450

0000000010450

1000002110450

0100010020443

1000201110443

1100100012440

1000001122440

1000000000427

1200003311427

1000000110423

1200002012423

2200001112420

0000100010417

1033001112417

1000000010407

1000000010403

0100000022400

1100101111380

0000001001313

問2問3問4問5問6問7問8問9問10ス コ ア

問10.510.100.OlO.640.130.210.170.160.020.58

問20.130.110.370.250.490.440.310.290.39

問30.71-0.030.110.280.310.120.050.12

問40.040.140.260.200.000.100.08

問50.190.190,110.17-0.050.56

問6-0.OlO.000.16-0.060.18

問70.830.190.300.15

問80.310.280.13

問90.410.20

問10-0.13
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6ア ンケー ト結果の分析

相 関係数 については、一般的 な見方に従 い、0.6～1で 高い関係性が あ

る と考 え、0.3～0.6で 中程 度の関係性があ るとみ なし、0～0.3で は関係

性が薄 い もの と考 えてお く。

6.1関 係性の高い問の組合 せ

0.6以 上の相 関係数 を もって、高い関係性があ るとみ なされる組合せ が

3通 りある。

1つ 目は問1「 英語は授 業科 目として好 きであ る」 と問5「 高校 まで

英語 という教科 はすべての教科 の中で得意 であ った」の組合 せ、2つ 目

は問3「 これ まで英語圏での生活体験が ある」 と問4「 これ まで英語 圏

での留学 ・研修体験があ る」の組合せ、3つ 目は問7「 今後在学 中(進

学希 望者 は大学院 も含 む)に 短期留学 ・英語 圏での研 修 を考 えている」

と問8「 今後在学 中(進 学希望 者は大学 院 も含 む)に 交換留学 を含 め、

半年以上 の留学 を考 えてい る」の組合せ である。

これ ら3つ の組合せの うち、問3と 問4の 組合せ(相 関係数0.71)と 、

問7と 問8の 組合 せ(相 関係数0.83)に つ いては、 問の内容 が似通 って

いるため、 関連性が高いのは極めて当然 であ り、特 に取 り上げて検討 を

要す る事項 ではない と思われ る。問3と 問4の 組合せ については、留学

したこ とが あれ ば当然現地で生活 しているであろ うし、問7と 問8に つ

いては、短期留学 と半年以上の留学が どち らも将来の選択肢 として候補

に入 っている者が多いであろ う。事実、筆者が企画 ・運営 している 「ケ

ンブ リッジ大学英語 ・学術研 修3」への応募者(ほ とんどが本稿でのア ン

ケー トの回答者 と同 じ1年 生)の 面接 において、留学志向 を持 っている

者 の中で、1年 生の段 階で希望する滞在期 間につ いて短期 なのか半年以

上 なのか を明確 に絞 り込 んでい る者 は少 数派で ある4。残 る問1と 問5

の組合せ につ いては次節で検討する。

3概 要については鈴木右文(2013)「ケンブリッジ大学英語・学術研修への招待一名門

校で学ぶ、暮らす、国際人になる』(九州大学出版会)を 参照のこと。

4ア ンケートの実施が夏休み前の7月 下旬、面接の実施が夏休み後のll月上旬であ

ることを考えると、将来についてゆっくり考える機会である夏休みの後でも絞り

込みができていなければ、まして夏休み前には明確な態度を持ちえないのは当然

であろう。
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6.2全 学習者に均等 に力 を傾注 することへの疑 問

前節で関係性 の高い2つ の組合せ を見たが、残 る問1と 問5の 組合せ

(相関係数0.64)か らは、高校 まで に英語が得意であった ことが現在英語

を科 目として好 むか どうかに大い に関係 してい ることがわかる。大学 に

お ける英語学 習に高い動機 を持 って励 んで もらうには、英語 の授業 を好

きであ ることが役 に立つ と思 われ るが、それはかな りの程 度大学入学前

までの成績が関係 している ということが示 されているわけで、大学英語

教育 において英語 が苦手 で科 目として も好 まない学生 も含 めて全員 に均

等 に力 を注 ぐことへ の疑 問を感 じざるを得 ない。高校 で英語 が得意 でな

か った層の学生 は区別 して、留学 を志向 して頑張っている学生が それに

必要 な英語力 を身につ ける支援 をす ることに、限 られた人的財政 的資源

を傾注すべ きではないか というのが筆者の主張である。英語が苦手 で英

語 を好 まない学生 に力 を注 いで も成果 を得 るには膨大 な精力が必要で あ

るもの と予想 される。 また、英語が好 きで得 意な学生 であって も、留学

を受け入れて もらえる英語力 を身 につけ るには相 当の勉学が必要 である

とい う現実があ り、TOEFLやTOEICの 受験者 のス コア分 布 に関す る国

際比較 に見 られる 日本人大学生の英語力の水準 は何 とか しなければな ら

ない低 い レベ ルにあるb。

6.3支 援 を集 中すべ き学習者

他の問の組合せ にお ける関係性 に目を移す と、 まず、 問2の 「英語 は

正課の授業以外 で も勉強 してい る」が多 くの他 の項 目と関係性が あるこ

とに注 目したい。1つ 目は問2と 問1「 英語 は授業科 目として好 きで あ

る」 との組合せで、数値 は0.51で ある。2つ 目は問2と 問5「 高校 まで

英語 とい う教科 はすべ ての教科の中で得 意であった」 の組合せで、数値

は0.37で あ る。3つ 目は問2と 問7「 今後在学 中(進 学希 望者は大学院

も含 む)に 短期留学 ・英語圏での研 修 を考えている」 の組合せで、数値

は0.49で あ る。4つ 目は問2と 問8「 今後在学 中(進 学希 望者は大学院

も含 む)に 交換留学 を含め、半年以上の留学 を考えている」の組合せで、

数値 は0.44で あ る。5つ 目は問2と 問9「 今後 の学 歴についての現在の

5筆 者の企画 ・運営する 「ケンブリッジ大学英語 ・学術研修」もこうした問題意識

に基づいた英語力の留学レベルへの引き上げの取 り組みの一環である。
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考 えは以下の とお りであ る」の組合せで、数値 は0.31で ある。6つ 目は

問2とTOEFL-ITPの スコアの組合せで、数値 は0.39で ある。

これ らの観察か ら、大学の正 課の授業以外 に英語 を勉強 している学 生

は、英語 を好み留学 を志 している可能性が比較的高 く、TOEFL-ITPの ス

コア も、エ クス トラの英語訓練 をしていない学生 よ り若干 は良い傾向に

ある と言 うこ とがで きるであろ う。従 って、大学生全般の中で ターゲ ッ

トを絞 って支援す るとすれば、留学 を志 し、かつ 自らの発意で正課の授

業以外 に英語の勉強 を してい る層が対象 としてふ さわしいので はないか

と思 われる。

しか し、 ア ンケー ト結果 をさらに分析す る と、 ただ留学 を志 し英語 の

勉強 をエ クス トラにしていれば支援 にふ さわ しい というもので もな さそ

うに思 われる。問7「 今後在学 中(進 学希望者 は大学院 も含む)に 短期

留学 ・英語圏での研修 を考えている」 と問8「 今後在学中(進 学希望者

は大学 院 も含 む)に 交換 留学 を含 め、半年以上 の留学 を考 えてい る」に

つ いて、 どの項 目と関係性 が高いかを見 てみ る と、問2「 英語は正課 の

授 業以外 で も勉 強 して いる」 とは確 か に関係性 が かな りあ る と言 える

が、 問1「 英語 は授業科 目として好 きであ る」(相 関係数 は問7とO.21、

問8と0.27)や 問5「 高校 まで英語 とい う教科 はすべ ての教科 の中で得

意 であ った」(相 関係 数は問7と0.19、 問8と0.11)と の関係性 は薄い。

英語 が好 きで大学 入学前 まで得意 であ ったわ けでな くて も、留 学 を志

し、正課の他 に英語 に取 り組 んでいる者 も多 いわけであ る。恐 ら く、学

術 に身 を捧 げ よう として よ りレベルの高 い海外へ とい うわけではな く、

単純 な海外体験志向 とい う部分 も大 きいのではないか と想像 され る。現

に、 ア ンケー ト結果では、留学 の志 向を扱 う問7と 問8に 対 し、進学志

向の 問9と 学術志 向の問10と の関係性が あま り強 いとは言 えない(相 関

係数 は問7に ついて問9と が0.19、 問10と が0.30、 問8に ついて問9と が

0.31、 問10と が0.28)。 そ うなる と、留学 を志 して何かエ クス トラの勉 強

を してい ると して も、単に海外体験 に対す る憧れや漠然 と した英 語志 向

か らである可能性 もあ り、手厚 い支援 を行 う対象者 を選ぶ場合 には、や

は り英語が好 きで入学前の成績 が良好 であった とい う条件 も追加 する方

が よ り適切 と言 えそ うである。

これ までの考察 をまとめる と、限 られた人的財政的資源 を手厚 く配分

す る対象者 と しては、英語 が好 きで入学前 の英語の成績が良好な者の う
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ち、留学 を志 して正課以外 に英語 の勉 強を 自主的 に行 ってい る者 とい う

のが妥 当な結論 だと思われる。余裕が あれば留学 を志す者全 員 にケア を

行 うこ ともで きるであろ うが、正課 の英語受講者全員 に平等 に精力 を注

ぐのは賢い選択 とは言え ないであろ う。

6.4TOEFL-ITPの ス コア との関係

最後 にTOEFL-ITPの スコアとの関係 を見 てお くと、比 較的強い関係性

が見 られ るの は、問1「 英語 は授 業科 目と して好 きであ る」(相 関係 数

0.58)と 問5「 高校 まで英語 とい う教 科 はすべ ての教科 の 中で得 意 で

あった」(相 関係 数0.56)で ある。や は り力のあ る大学生 とい うのは英語

が好 きで、入学前 の段 階で もよい成績 を収めた もの とい うことになる よ

うであ る。 また、ス コア と留学志 向 とは必ず しも連動せ ず(ス コア と短

期留学の問7と の相 関係数 は0.15、 半年以上の留学の問8と の相 関係数

は0.13)、留学志 向があれば英語力があ るとは言 えない ことが改 めてわか

る。 この ことか らも、留学志 向だけで支援 を厚 くするのは効果 的でない

ことがわかる。

7結 論

本稿 では、英語学習 に関す る項 目と留学志 向や進学志 向等 に関す る学

生ア ンケー トの結果 を示 し、限 られた人的財 政的資源 を英語受講者全体

に均等 に使 うのではな く、留学志向 を持 って正課 以外 に英語 の勉強 を自

ら行い、英語が好 きで入学前か ら成績の良好 な者 に多 く割 くのが効率的

であ ると主張 した。


